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ま　え　が　き

　福祉のまちづくり研究所は、私が所長に就任した平成26年度以来、「人ファーストの研究開発と実用化」を

掲げ、障害をもたれた方や高齢者、その方々を支援する方々などのニーズを反映した「本当に役立つもの」の

研究開発に取り組んでいます。ロボット技術を活用した機器等がその代表例です。

　介護ロボットの分野では、企業や介護施設との連携強化を図り、介護ロボットの開発支援・実証評価、さら

には、介護ロボットの導入支援を行うなど、全国に先駆けた取組を行っています。

　また、超高齢社会における課題の解決に向けて、健康長寿延伸のために役立つ機器や体操などを開発し、兵

庫県や県内の自治体のフレイル対策事業に役立てています。

　しかし、我々が肝に銘じておかなくてはならない事は、「ロボットは万能ではない」ということです。人や

現場に寄り添う姿勢を忘れることなく、「世界と戦える研究所」を目指して着実に歩みを重ねて参ります。

　今後とも皆様の忌憚ない意見と叱咤、激励をいただければ幸いです。

　　　　　令 和 ５ 年 ３ 月 31 日

� 兵庫県立福祉のまちづくり研究所

� 所長　　陳　　　隆　明
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１　開発支援・導入支援、普及推進
　福祉施設などの現場で本当に役立つ介護ロボットの普及を推進するため、ロボットリハビリテーション拠
点化推進事業を中心とした各種事業により、「介護ロボット」をよりわかりやすく県民に発信するとともに、
企業の開発や福祉現場等への導入を支援した。

⑴　開発支援・導入支援
ア　介護ロボット開発・導入支援事業

　開発・導入支援窓口には、医療福祉専門職を配置し、介護ロボット等の開発企業に対して、市場動向
や開発助成制度に関する情報提供、ニーズに基づく開発ポイントの助言など、開発に向けた支援を継続
して実施した。
　令和２年度から引き続き厚生労働省「介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム事業」を
受託し、介護施設からの介護ロボット活用相談対応を中心に実施した。
　加えて、介護ロボット等の導入を検討しようとする介護施設等に対して、機器や導入補助制度に関す
る情報提供、導入に向けた相談対応及び介護ロボット等の導入支援コンサルテーション事業を実施した。
また、介護施設への介護ロボットの導入を促進するため、兵庫県高齢政策課と連携し「介護ロボット導
入支援研修（基礎編・応用編）」及び「介護ロボット導入時伴走型フォローアップ支援事業」を実施した。

イ　開発支援・導入支援に係る実績
介護ロボット等の開発支援・導入支援に係る実績 （件数）

開発支援

合計相談支援
実証評価 製品化

実証評価に係る相談支援 開発に係る相談支援 その他（情報提供等）

2 11 21 0 0 34

導入支援
合計 総計

相談支援 実証評価 伴走支援（対応施設数）

44 5 6 55 89

開発支援における種別内訳 （件数）

（介護ロボ）
移乗介助

（介護ロボ）
移動支援

（介護ロボ）
排泄支援

（介護ロボ）
見守り

（介護ロボ）
入浴

（介護ロボ）
その他

医療機器・
福祉用具

介護業務
支援 合計

9 1 0 8 0 8 2 6 34

　令和４年度の開発支援の実績は、相談支援34件と令和３年度の25件より９件増加した。コロナ禍によ
る開発企業の本体業績への影響、また、最近の世界情勢等による半導体等生産量・流通量減少の影響が
あるものの、企業の開発意欲は失われていないと考えられる。一方で、国や県による開発支援施策が展
開されたが、企業にとっては開発投資の本格化や製品化についてはタイミングを計りかねる面もあるこ
とから、実証評価を希望する案件がない結果となった。
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　令和４年度の導入支援の実績のうち、相談支援は44件、実証評価は５件と令和３年度と同水準であっ
たが、前年度０件であった伴走支援は６件であった。生産性向上の具体的方法や助成制度に関する情報
を求める介護施設等は一定数存在していることが伺え、現場レベルの問題意識を施設の課題として可視
化した上で必要な介護ロボット等を導入し運用することの大切さが徐々にではあるが浸透しつつあると
考えられる。
　導入支援コンサルテーション事業においては、新型コロナウイルス感染症の影響がある中、施設課題
を整理・分析し、施設の課題に合わせた機器の選定・導入、運用方法の検討及び継続使用のためのフォ
ローアップを訪問及びオンライン対応で実施した。

ウ　次世代型住モデル空間を活用した実証評価等
　実際の居宅や施設に近い環境を再現しさまざまなシミュレーションを行うことができる次世代型住モ
デル空間において、リハビリテーション中央病院の患者や自立生活訓練センターの利用者への退院・退
所後の導入支援として、トイレや風呂、そこに至る導線といった在宅環境における動作や福祉用具の検
討を実施した。さらに、自宅周辺環境の車椅子走行能力の計測とそれに関わる福祉用具の検討、退院後
の在宅環境（リフォーム）に関わる相談等に対応した。

エ　兵庫県介護ロボット導入支援研修
基礎編　～介護ロボットの理解と導入手順について～

内　　容　介護ロボットの種類や導入手順などの基本的な理解を進め、機器を活用できる人材を育
成するための動画研修（動画共有サービスを利用したオンデマンド配信）

開催時期　令和４年９月７日～10月４日
参　　加　214施設
応用編　～介護ロボットの導入継続に向けた運用方法について～

内　　容　移乗・排泄・見守り支援の３分野の介護ロボット機器について、介護ロボット補金で導
入予定である機器を使用した、導入後を見据えた活用方法の実技研修

開催時期　令和４年11月～令和５年２月
参　　加　21施設

導入支援（入浴動作検証）の様子及び介護ロボット導入支援研修（応用編）の様子



7福祉のまちづくり研究所報告集

HiAT Report 2022

オ　開発・導入支援に係る発信
令和４年度「介護現場等におけるお困りごと発表会」

内　　容　企業等を対象とした介護ロボットの開発を支援するためのオンラインセミナー
テ ー マ　介護現場等におけるニーズ抽出
開 催 日　令和５年２月22日
開催方法　オンライン開催
配信場所　ニーズ・シーズ 介護ロボサロン
参加者数　136名
開催概要
　経済産業省（安川一代氏）による「経済産業省におけるロボット介護機器産業の政策について」
の報告後、平成30年度に立ち上がり各都道府県で活動を続けてきたニーズ・シーズ連携協調協議会
より、３名が発表した。兵庫県協議会から協議会委員長
である長尾徹氏（兵庫県作業療法士会会長、神戸大学教
授）、神奈川県協議会からシーズプロジェクトコーディ
ネーターの高橋芳弘氏（千葉工業大学教授）、富山県協
議会から協議会委員長である齋藤洋平氏（富山県作業療
法士会会長、南砺市地域包括ケアセンター）より、協議
会におけるニーズ調査及び令和２年の報告集において提
案された課題解決方法の報告があった。これによって、
介護ロボット等の開発に取り組む企業にとって整理され
た形で現場のニーズに触れられる機会とした。

⑵　普及推進
ア　福祉用具展示ホール

　福祉用具展示ホールでは、高齢者・障害者の自立支援や介護従事者の負担軽減等を積極的に支援する
ため、福祉用具や介護ロボット、高機能自立支援機器の常設展示を通じ、展示ホールスタッフやセラピ
ストを中心に、高齢者や障害者の生活改善に役立つ情報提供、相談者に対する心身機能・生活環境を踏
まえた機種選定や導入についてのアドバイスを行った。常設展示以外にも下記の企画展示を開催し、さ
まざまな機会を通じて普及推進に取り組んだ。

企画展示の開催

テ　　ー　　マ 期　　　　間 内　　　　　容

つながる安心！　お
うちで使える見守り
ロボット・見守り機
器

令和４年６月１日
　　　～７月27日

在宅で生活する高齢者を遠隔地から家族が見守
ることが可能な機器、高齢者が機器に触れずに
遠隔地の家族と写真やメッセージのやり取りが
できるIT機器等を展示し、在宅生活の安心を向
上させる機器を知る機会とした。

試して履いて楽しく
歩こう

令和４年10月17日
　　　～11月30日

常設展示の95点に加え、介護用の靴をより幅広
く揃え、試し履きができる機会を増やした。11
月２日は、自分に合う靴について助言が受けら
れるフィッティングお試しの日を開催した。

「介護現場等におけるお困りごと発表会」の様子
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杖をもっと身近に！ 令和４年12月12日～
令和５年１月18日　

カーボン強化プラスチック製の超軽量杖やコン
パクトに折り畳める杖、グリップ部に工夫が凝
らされた杖をはじめとした多様な杖を展示した。
杖用ライトやホルダーなど関連用品も含めて
知っていただく機会とした。

福祉用具展示ホール利用者数

内　容 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合　計

研　修
3 0 4 2 0 3 4 2 2 1 0 0 21

43 0 71 365 0 48 49 32 44 38 0 0 690

見　学
187 175 223 195 170 226 213 203 205 134 177 229 2,337
363 282 496 405 351 490 426 392 427 290 310 385 4,617

相
　
　
　
　
　
　
　
談

福祉用具
10 6 8 9 8 8 6 7 6 6 7 7 88
15 8 12 16 19 10 10 14 6 11 11 11 143

ロボット
1 0 5 2 2 3 3 2 1 4 3 0 26
3 0 6 3 4 5 6 6 1 6 5 0 45

生活環境
0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1
0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

社会活動
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

介　　護
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3

情報提供
26 27 26 28 15 15 28 30 29 38 38 40 340
36 47 35 42 20 24 34 43 81 63 47 48 520

合　計（①）
227 208 266 236 195 255 254 244 244 183 226 276 2,814
460 337 620 831 394 577 525 487 560 408 376 444 6,019

令和３年度
合　計（②）

172 134 248 228 175 201 250 286 184 150 143 225 2,396
385 197 462 572 361 314 645 652 409 230 269 353 4,849

差（①-②）
＋55 ＋74 ＋18 ＋8 ＋20 ＋54 ＋4 -42 ＋60 ＋33 ＋83 ＋51 ＋418
＋75 ＋140 ＋158 ＋259 ＋33 ＋263 －120 －165 ＋151 ＋178 ＋107 ＋91 ＋1,170

イ　令和４年度ひょうごＫＯＢＥ福祉用具・介護ロボットフェスティバル
　福祉用具・介護ロボットの特別展示会に加え、下記のとおり、介護ロボットひょうごKOBEフォーラ
ムおよびノーリフティングケアモデル施設実践報告会を実施した。特別展示会には介護ロボット・福祉
機器関連の44の企業・団体が出展した。

テ　ー　マ　移乗・移動に関する福祉用具～これからの介護に必要とされるテクノロジー～
開　催　日　令和４年７月21日～22日
会　　　場　神戸サンボーホール　２階　大展示場・小展示場
参　　　加　延365名
プログラム
○介護ロボットひょうごKOBEフォーラム

・介護現場における生産性向上及び介護テクノロジー関連政策について

（ ）上段：件数
下段：人数
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厚生労働省介護業務効率化・生産性向上推進室　介護ロボット政策調整官
佐々木　憲太 氏

・兵庫県における介護現場の生産性向上の取組と介護ロボット等の導入支援
兵庫県福祉部高齢政策課　課長
田畑　司 氏

・介護ロボットへの効果的な導入と活用について～介護ロボットの開発・実証・普及のプラット
フォーム事業のご紹介～

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所先端ユニット　シニアマネージャー
足立　圭司 氏

・経営戦略としてのテクノロジー導入を踏まえた生産性向上の取組
株式会社ＴＲＡＰＥ　代表取締役
鎌田　大啓 氏

○ノーリフティングケア実践報告会
・基調講演　「ノーリフティングケアの心髄とは」

一般社団法人ナチュラルハートフルケアネットワーク　理事
介護付き有料老人ホーム　ローズライフ京都　副館長 
眞藤　英恵 氏

・令和元年度ひょうごノーリフティングケアモデル施設による実践報告
医療法人社団　奉志会　介護老人保健施設　サンライズ
社会福祉法人　播陽灘　特別養護老人ホーム　いやさか苑
社会福祉法人　兵庫県社会福祉事業団　特別養護老人ホーム　たじま荘
社会福祉法人　兵庫県社会福祉事業団　特別養護老人ホーム　丹寿荘
社会福祉法人　円勝会　介護老人福祉施設　第２シルバーコースト甲子園

・令和３年度ひょうごノーリフティングケア優良モデル施設による実践報告
社会福祉法人　兵庫県社会福祉事業団　特別養護老人ホーム　万寿の家
社会福祉法人　兵庫県社会福祉事業団　特別養護老人ホーム　くにうみの里
社会福祉法人　きらくえん　特別養護老人ホーム　KOBE須磨きらくえん

ウ　介護ロボット常設展示
福祉用具展示ホールにおける介護ロボット常設展示（下線部は令和４年度新規展示品）

分　　野 商　　品　　名 製造業者・発売元

1 移乗介助 リショーネPlus パナソニックエイジフリー㈱

2 移乗介助 マッスルスーツEvery タイトフィット ㈱イノフィス

3 移乗介助 ロボヘルパー SASUKE マッスル㈱

4 移乗介助 スマートスーツ　ライト ㈱スマートサポート

5 移乗介助 移乗サポートロボット　HugL1 ㈱FUJI

6 移乗介助 レイボ エクソスケルトン ㈱加地
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分　　野 商　　品　　名 製造業者・発売元

7 移動支援 ロボットアシストウォーカー RT.1 RT.ワークス㈱

8 移動支援 ロボットアシストウォーカー RT.2 RT.ワークス㈱

9 移動支援 ACSIVE アクシブ 片脚用 ㈱今仙技術研究所

10 移動支援 免荷式走行リフト　POPO（ポポ） ㈱モリトー

11 排泄支援 水洗ポータブルトイレ　キューレット
屋内仕様 アロン化成㈱

12 排泄支援 ラップポン・エール2 日本セイフティー㈱

13 排泄支援 流せるポータくん３号　洗浄便座付き
タイプ ㈱アム

14 排泄支援 自動排泄処理装置　キュラコ ㈱キュラコ

15 排泄支援 リリアムスポット２ ㈱リリアム大塚

16 排泄動作支援 排泄動作支援機器　SATOILET ㈱がまかつ

17 見守り Neos+Care ノーリツプレシジョン㈱

18 見守り エンジェル・アイ ㈱コンフォート

19 見守り 眠りSCAN パラマウントベッド㈱

20 見守り うららかGPSウォーク ㈱トレイル

21 見守り うららかGPSウォークZ ㈱トレイル

22 見守り 見守りライフ トーテックアメニティ㈱

23 見守り ライフレンズ　デモセット パナソニック㈱

24 見守り どこさいる ㈱NTTドコモ ㈱やさしい手

25 見守り ベッドセンサーシステム　スタンダード版 ミネベアミツミ㈱

26 見守り 見守り介護ロボット aams ㈱バイオシルバー

27 生活支援 ごっくんチャッカー（HR-GCMJ-001） ㈱ハッピーリス

28 生活支援 服薬支援ロボ ケアボット㈱

29 生活支援 在宅用服薬支援機　「お薬のんでね！」 ㈱上島電興社

30 生活支援 くすりコール ㈱テクノスジャパン

31 コミュニケーション メンタルコミットロボット　パロ ㈱知能システム

32 コミュニケーション 分身ロボットOriHime、視線入力シス
テムOriHime Eye ㈱オリィ研究所

33 コミュニケーション パルロ　PALRO 富士ソフト㈱

34 コミュニケーション コミューン　コネクト ユニバーサル・サウンドデザイン㈱
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エ　介護ロボット導入体験会および介護ロボット活用施設見学会
介護ロボット導入体験会

内　容　常設展示介護ロボット等の見学、企業による見守りシステム製品（５機種）デモと事例紹
介・体験など

開催日　令和４年６月28日
場　所　福祉のまちづくり研究所　介護実習室および福祉用具展示ホール
参　加　13施設
介護ロボット活用施設見学会

内　容　多様な介護ロボットを導入し活用している施設による、取組の紹介及び現場見学など
開催日　令和４年10月13日
場　所　特別養護老人ホーム　万寿の家
参　加　８施設

オ　兵庫県内福祉用具展示３施設が連携した福祉用具・介護ロボット関連イベント
　福祉用具・介護ロボットの常設展示の更新など、内容の充実を図ると共に、兵庫県但馬長寿の郷、西
播磨総合リハビリテーションセンター研修交流センターとも情報共有を重ねながら、県内福祉用具展示
施設を有する３拠点が普及に向けた事業を実施した。
３施設合同展示

イベント名　令和４年度ひょうごKOBE福祉用具・介護ロボットフェスティバル特別展示会
　　　　　　（「兵庫県　福祉用具・介護ロボット展示施設　合同展示」として出展）
開　催　日　令和４年７月21日・22日
会　　　場　神戸サンボーホール　２階　大展示場
来　場　者　一般住民、医療・介護専門職など
３施設巡回展示
　各施設が現場ニーズに合わせ導入した最新のロボットを中心に、３施設が連携して効果的・効率的
に普及啓発を図ることを目的として、下表のとおり巡回展示を実施した。

開催施設 開催期間 貸出ロボット

但馬長寿の郷 令和４年
12月２日～15日

（福まち研→長寿の郷）
　・分身ロボット OriHime 単体型

（西播磨リハ→長寿の郷）
　・コミュニケーションロボコネクト　Sota
　・Qoobo（クーボ）
　・なでなでねこちゃんDX2（アメショーちゃん）

福祉のまちづくり研究所 令和５年
１月23日～２月３日

（長寿の郷→福まち研）
　・排泄予測デバイスDFree

西播磨総合リハビリテー
ションセンター

令和５年
２月22日～３月８日

（福まち研→西播磨リハ）
　・オーカムマイアイ２
　・コミューン　コネクト

（長寿の郷→西播磨リハ）
　・BOCCO
　・コミューン　モバイル
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カ　万寿の家における介護ロボット導入・活用支援
　特別養護老人ホーム万寿の家における介護ロボット・介護技術の基礎研修・実地研修のカリキュラム
を検討し、作業療法士により現地で、あるいは福祉用具展示ホールに受講生を招いて研修を実施するな
どロボットケアマスター制度の運用を支援した。

⑶　持ち上げない介護推進プロジェクト
　平成30年度にスタートした「持ち上げない介護推進プロジェクト」をさらに推進、利用者・介護者の安
全・安心につながる介護の普及を推進した。ノーリフティングケアの有効性の理解を深め、現場での取組
を進めるノウハウや知識を習得するためのさまざまな研修を「ノーリフティングケア研修」として引き続
き体系的に実施した。また、新たにノーリフティングケア優良モデル施設認定事業を開始し、認定を希望
した初年度ノーリフティングケアモデルの全３施設を審査し優良モデルとして認定した。
　以下に、ひょうごノーリフティングケアモデル施設・優良モデル施設を認定期間ごとに示す。
ひょうごノーリフティングケアモデル施設

認定期間　令和元年度～令和３年度（平成30年度認定）
①　社会福祉法人きらくえん　特別養護老人ホーム　KOBE須磨きらくえん
②　社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団　特別養護老人ホーム　万寿の家
③　社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団　特別養護老人ホーム　くにうみの里

認定期間　令和２年度～令和４年度（令和元年度認定）
①　社会福祉法人円勝会　特別養護老人ホーム　第２シルバーコースト甲子園
②　医療法人社団奉志会　介護老人保健施設　サンライズ
③　社会福祉法人播陽灘　特別養護老人ホーム　いやさか苑
④　社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団　特別養護老人ホーム　たじま荘　
⑤　社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団　特別養護老人ホーム　丹寿荘　　　　

認定期間　令和４年度～令和６年度（令和４年３月・７月認定）
①　社会福祉法人円勝会　障害者支援施設　西はりまリハビリテーションセンター
②　社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団　特別養護老人ホーム　朝陽ケ丘荘
③　社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団　特別養護老人ホーム　あわじ荘
④　社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団　特別養護老人ホーム　五色・サルビアホール
⑤　社会福祉法人円勝会　特別養護老人ホーム　シルバーコースト甲子園
※　①から④は令和２年度受講修了したがコロナ禍により訪問調査及び認定審査が令和３年度になっ

た施設。
認定期間　令和５年度～令和７年度（令和４年度認定）

①　社会福祉法人全電通近畿社会福祉事業団　特別養護老人ホーム　あいハート須磨
②　医療法人社団倫生会　介護老人保健施設　みどりの丘
③　社会福祉法人播陽灘　特別養護老人ホーム　いやさか苑
④　社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団　特別養護老人ホーム　たじま荘
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ひょうごノーリフティングケア優良モデル施設
認定期間　令和４年度～令和６年度（令和３年度認定）

①　社会福祉法人きらくえん　特別養護老人ホーム　KOBE須磨きらくえん
②　社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団　特別養護老人ホーム　万寿の家
③　社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団　特別養護老人ホーム　くにうみの里

認定期間　令和５年度～令和７年度（令和４年度認定）
　　社会福祉法人円勝会　特別養護老人ホーム　第２シルバーコースト甲子園

⑷　小児筋電義手バンク
令和４年度の寄附状況

寄　附　先 件　　　数 金　　　額

兵庫県社会福祉事業団 2 件 70,000円

ふるさとひょうご寄附金 29 件 21,586,000円

計 31 件 21,656,000円

小児筋電義手バンク保有数

保有数 貸出患者数 訓練待機者数

74　本

32人
（県内10、県外22）

1人

うち東大病院　7人 －

⑸　テクニカルエイドサービス
　テクニカルエイドサービスでは、福祉用具展示ホールに展示されている福祉用具や専門的な計測装置等
を用いて、車椅子等の福祉用具の適合支援を行い、令和４年度は、電動車椅子操作系のカスタマイズ提案
など計３件の技術的助言を行った。

２　研究開発
　ＡＩ・コミュニケーションミッションおよびロボットテクノロジーミッションの２つの研究班により、
県受託研究やロボットリハビリテーション拠点化推進事業に取り組んだ。さらに、科学研究費補助金（独
立行政法人日本学術振興会）等の外部資金を活用した研究にも取り組んだ。
　　⑴　兵庫県受託研究
　　　ア　ミッションテーマ

ミッション名 ロボットテクノロジーミッション
ミッションテーマ 高齢者や障害者向けのモビリティ技術開発
研究担当 中村俊哉・戸田晴貴・小坂菜生・高見響
実施期間 令和３年度から令和５年度
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ミッション名 AI・コミュニケーションミッション
ミッションテーマ モーションパラメータを活用したAI技術開発
研究担当 戸田晴貴・大森清博・福井克也・立川正真・開發学人
実施期間 令和３年度から令和５年度

ミッション名 AI・コミュニケーションミッション
ミッションテーマ 高齢者のためのスマート住空間整備に必要な要素に関する研究開発
研究担当 戸田晴貴・大森清博・福井克也・立川正真・開發学人
実施期間 令和４年度から令和６年度

　　　イ　ロボットリハビリテーション拠点化推進事業

研究テーマ 現場ニーズに即した研究開発・商品化
研究担当 中村俊哉・高見響・福井克也・吉野樹
実施期間 平成28年度から令和４年度（一年ごと）
関係ミッション ロボットテクノロジーミッション

　　⑵　外部資金及び助成事業による研究開発
　　　ア　ＪＳＰＳ（独立行政法人日本学術振興会）科学研究費補助金

研究テーマ 手先特性に応じた生活動作のサイバーヒューマンモデルに関する研究（課題番
号21K17467）

研究内容

　上肢特性（手先部の自由度、手首や肘、肩関節の自由度など）の違いによっ
て生じる動作の違いを計測・分析し、デジタルヒューマンシミュレーションモ
デルの構築を行い、エビデンスに基づいたモノづくりが効率よく行えるように
することが目的である。本研究では、上肢特性の違いによる日常生活動作の得
意・不得意を分析し、上肢特性に考慮した福祉用具や自助具の設計・開発に利
用可能なデジタルヒューマンシミュレーションモデルを提案する。
　本年度は、動画から体幹・上肢の関節角度を推定可能なシステムを構築した。

研究種目 若手研究
研究担当 高見　響（研究代表者）
実施期間 令和３年度から令和５年度

研究テーマ 人と介護ロボットが共存する新たなスマートセンシング住空間モデルの構築
（課題番号22K04466）

研究内容

　人と介護ロボットが共存できる空間の構築をめざし、生活動作を阻害せず椅
子から立ち上がるだけでフレイルを発見し予防できる椅子型のセンシング機器
の筐体設計と製作を行った。また、荷重センサーを床に配し、簡易に体感バラ
ンスを分析できる機器の筐体・回路製作や特許化の検討、ＩｏＴセンシング・
フィードバック機構を一体化し情報提示とセンシングを同時に行える情報壁の
製作など、生活空間とＩｏＴデバイスを一体化したスマート計測家具・建材の
プロトタイプ機器開発を主に行った。

研究種目 基盤研究（Ｃ）
研究担当 福井　克也（研究代表者）
実施期間 令和４年度から令和６年度
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研究テーマ 変形性膝関節症患者に対する足部振動刺激の提示が歩行修正に及ぼす効果の検
証（課題番号19K19860）

研究内容

　ウエアラブルなデバイスを用いて足部に振動刺激を与えることで、変形性膝
関節症患者の歩行を無意識に修正し、膝関節の力学的負荷を減らすことができ
るか検証する。それにより、変形性膝関節症患者における歩き方の修正を、さ
まざまな場面で行えるようにし、日常生活場面における膝関節の力学的負荷の
減少に繋げる。今年度は、母趾爪への振動刺激が歩行中の関節間協調に及ぼす
効果を検証した。身体重心の左右移動を制御するための間接間協調が低い人は、
振動刺激により改善し重心移動が安定することを明らかにした。

研究種目 若手研究
研究担当 戸田　晴貴（研究代表者）
実施期間 令和元年度から令和４年度

研究テーマ ＩＣＴを導入したハイブリット型支援のフレイル予防の有効性と社会インパク
トの評価（課題番号21K10340）

研究内容

　高齢者のフレイル予防に繋がる非対面式のプログラムを立案し、その有効性
を検証する。さらに費用対効果の点からもそのプログラムの可能性を探り、従
来、対面で行われてきた方法の補完・代替策となり得るのかを明らかにする。
令和４年度は、スマートウォッチのデータから歩行速度や歩幅を推定できるか
検証した。産業技術総合研究所歩行データベースで公開されているモーション
キャプチャデータから前腕、足部から計測できる加速度、角速度をシミュレー
ションし、そのデータから歩行速度や歩幅を推定するための回帰式を作成する
ことができた。

研究種目 基盤研究（Ｃ）
研究担当 戸田　晴貴（分担研究者）
実施期間 令和３年度から令和５年度

イ　ＪＳＴ（国立研究開発法人科学技術振興機構）未来社会創造事業

研究テーマ ヒューマンデジタルツインを活用した身体モビリティデザイン

研究内容

　デジタルツインを用いたデータ・オーグメンテーションにより、個人のモビ
リティを向上させる歩行支援具デザインの個人最適化、そしてコミュニティ全
体のモビリティを向上させる環境デザインの全体（社会）最適化を実現する。
生活中の歩き方（義足の使い方）のモニタリングやリハビリテーションプログ
ラムの立案に役立てることを目指す。今年度は、義足使用者の運動計測をする
ための準備を行い、計測を開始した。

研究種目 探索加速型
研究担当 戸田　晴貴
実施期間 令和４年度から令和５年度
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３　研修
　⑴　令和４年度福祉のまちづくり研究所研修体系

福
祉
・
介
護
に
お
け
る
専
門
職
育
成

（注）　　　　　　　　網掛けは県委託事業

高次脳機能障害研修高次脳機能障害研修

相談支援従事者初任者研修
相談支援従事者現任研修
相談支援従事者主任研修

サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者
基礎研修

サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者
更新研修

サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者
実践研修

ノーリフティングケア研修持ち上げない介護推進プロジェクト

障害者職業生活相談員資格認定講習

福祉用具展示ホール見学実習

その他依頼研修（講師派遣含む）

福祉用具展示ホール１日体験学習

啓発研修・依頼研修等

認知症介護実践研修修了者フォローアップ研修

兵庫県認知症介護指導者フォローアップ研修

認知症介護研修事業

・認知症介護実践研修（実践者研修）
・認知症介護実践研修（実践リーダー研修）
・認知症対応型サービス事業開設者研修
・認知症対応型サービス事業管理者研修
・小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修

相談支援従事者・
サービス管理責任者等
研修事業

介護技術スキルアップ研修
介護職員のための実践基礎研修

介護職員のための
人材育成研修
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⑵　令和４年度研修一覧

研　　修　　名
令和４年度計画 令和４年度実績

概　　　　　　　　　要
日数 実施

回数
実施
日数 定員 申込

者数
修了者
実　数

延べ修
了者数

認
知
症
介
護
研
修

実践研修
（実践者研修）

第１回認知症介護実践研修（実践者研修） 5 1 5 60 86 57 57
介護保険施設・事業所等に従事する
介護職員等で一定の知識・技術・経
験を有する者を対象に、認知症介護
をより実践的に展開できる専門職の
養成を目指す（自施設実習４週間）。

第２回認知症介護実践研修（実践者研修） 5 1 5 60 97 54 54

第３回認知症介護実践研修（実践者研修） 5 1 5 60 72 56 56

第４回認知症介護実践研修（実践者研修） 5 1 5 60 70 53 53

実践研修
（実践リーダー
研修）

第１回認知症介護実践研修（実践リー
ダー研修） 6 1 6 30 28 24 24

実践リーダーの立場にある者を対象
に、他の職員の指導・支援、調整役、
また認知症介護の質の向上の推進役
を担い、理念を現場の実践に展開で
きる人材の養成を目指す（自施設実
習４週間）。

第２回認知症介護実践研修（実践リー
ダー研修） 6 1 6 30 41 29 29

認知症対応型
サービス事業
開設者研修

認知症対応型サービス事業開設者研修 2 1 2 30 13 12 12

指定小規模多機能型居宅介護事業所、
指定認知症対応型共同生活介護事業
所及び指定看護小規模多機能型居宅
介護事業所の代表者となる者が「認
知症高齢者の基本的理解」「適切な
サービス提供のあり方」などの知識
を身につけることを目的とする（現
場体験実習１日）。

認知症対応型
サービス事業
管理者研修

第１回認知症対応型サービス事業管理者研修 3 1 3 30 15 14 14 指定認知症対応型共同生活介護事業
所、指定小規模多機能型居宅介護事
業、及び指定看護小規模型居宅介護
事業所における管理者に必要な管
理・運営の知識・技術の習得と、介
護サービスについての理解、技術を
高めサービスの質の確保・向上を図
る。

第２回認知症対応型サービス事業管理者研修 3 1 3 30 27 24 24

第３回認知症対応型サービス事業管理者研修 3 1 3 30 25 24 24

第４回認知症対応型サービス事業管理者研修 3 1 3 30 29 27 27

小規模多機能
型サービス等
計画作成担当
者研修

第１回小規模多機能型サービス等計画
作成担当者研修 2 1 2 30 29 27 27

指定認知症対応型通所介護事業所、
指定小規模多機能型居宅介護事業所
及び指定認知症対応型共同生活介護
事業所及び指定看護小規模看護事業
所の計画作成担当者となる者が、居
宅介護支援計画を適切に作成する上
で必要な、「基準の正しい理解」「適
切なサービス提供」「利用計画作成
演習」などの知識・技術を身につけ
る。

第２回小規模多機能型サービス等計画
作成担当者研修 2 1 2 30 26 26 26

相
談
支
援
従
事
者
・
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
等
研
修

相談支援従事
者研修

相談支援従事者初任者研修（７日間）
合同講義２
日×３回
演習５日×
３回

21 180 201 181 181

地域の障害者等の意向に基づく地域
生活を実現するために必要な保健、
医療、福祉、就労、 教育などのサー
ビスの総合的かつ適切な利用支援等
の援助技術を習得すること及び困難
事例に対する支援方法について助言
を受けるなど、日常の相談支援業務
の検証を行うことにより、相談支援
に従事する者の資質の向上を図る。

相談支援従事者現任研修 4 3 12 220 465 209 209

地域の障害者等の意向に基づく地域
生活を実現するために、ケアマネジ
メントの手法を用いた相談支援を実
施している方の日常業務の検証とス
キルアップを図るとともに、地域に
おける更なる相談支援体制の構築・
推進等について、中核的な役割を担
う人材の養成を図る。

相談支援従事者主任研修 5 1 5 50 34 32 32

地域の障害者等の意向に基づく地域
生活を実現するために必要な保健、
医療、福祉、就労、教育などのサー
ビスの総合的かつ適切な利用支援等
の援助技術を向上させ、困難事例に
対する支援方法について修得すると
ともに、地域の相談支援体制におい
て、地域課題についての協議や相談
支援に従事する者への助言・指導等
を実施するなど中核的な役割を担う
人材の養成を図る。
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研　　修　　名
令和４年度計画 令和４年度実績

概　　　　　　　　　要
日数 実施

回数
実施
日数 定員 申込

者数
修了者
実　数

延べ修
了者数

相
談
支
援
従
事
者
・
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
等
研
修

サービス管理
責任者等研修

サービス管理責任者・児童発達支援管
理責任者基礎研修（５日間）

合 同 講 義 ２
日、共通講義
１日×４回
演 習 ２ 日 ×
10回

32 700 1,160 660 660

障がい福祉サービスを実施する事業
者の指定に係る人員配置基準におけ
る研修として実施。サービスの質の
向上を図る観点を持った責任者の育
成を図る。
相談支援従事者研修合同講義で、障
がい者自立支援法の理解、サービス
等利用計画と個別支援計画の関係性
の理解をし共通講義で障がい者福祉
サービスにおけるサービス管理責任
者のあり方、分野別に個別支援計画
作成のための演習を中心に学ぶ。

サービス管理責任者・児童発達支援
管理責任者実践研修 2 4 8 240 317 244 244

サービス管理者・児童発達支援管理
責任者の本来業務を実践するために、
個別支援計画の作成に携わっている
ことを前提として、サービス提供プ
ロセスにおける「管理」「支援会議
の運営」「サービス提供職員への助
言・指導」について講義及び演習行
い、「個別支援計画」の内容等の質
の向上を図る。

サービス管理責任者・児童発達支援
管理責任者更新研修 1 10 10 900 1,216 878 878

行政の動向や制度改正等の最新の情
報を得る。サービス管理責任者・児
童発達支援管理責任者としてのこれ
までの業務を振り返るとともに、知
識・技術の更なる向上を図る。

高
次
脳
機
能

障
害
研
修
　

高次脳機能障害研修
～高次脳機能障害における就労支援を考える～ 1 1 1 50 37 35 35

高次脳機能障害を持つ当事者の生活
や就労・目標達成に向けた支援をさ
れている事業所の取り組みについて
事例を交えながら学ぶ。

ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
研
修

利用者と介護者の体を守る介護技術研修

起居動作介助編 1 5 5 24 60 56 56
・「尊厳を守る」とは何かについて

考え、自立支援に必要なケアの基
礎を学ぶ。

・人が日常的に行っている動きを知
り、高齢者や利用者の本来あるべ
き姿をイメージできるようになる。

・基本的動作介助や移乗介助ができ、
福祉用具や機器を使用して「持ち
上げない介護」ができるようにな
る。

姿勢管理編 1 5 5 24 54 45 46

移乗介助編 1 5 5 24 76 67 67

腰痛予防推進研修～介護職員に向けた
ノーリフティングケア～ 現場リーダー編 2 1 2 24 20 12 12

・腰痛発生原因を理解し、リスクマ
ネジメントが行える視点、福祉用
具や機器を活用した。

・腰痛予防対策を学ぶ。
・腰痛予防対策がケアをする側、さ

れる側の双方にとって有益である
ことを理解する。

安全なケアの業務改善研修（腰痛予防）
～管理職編～ 管理職編 1 1 1 10 5 4 4

・腰痛の発生機序や、腰痛予防に関
する法令を理解する。

・職場での腰痛予防対策の推進のた
めに必要なリスクマネジメントの
考え方を学ぶ。

・腰痛予防対策で人件費対策と施設
経営の関係性を知る。

福祉用具を使った安心安全なリハビリ
テーション研修～ Mobilityへのアプローチ

リハビリ専
門職編 2 1 2 30 8 6 6

・腰痛の発生機序や要因を理解し、
セーフティーケアの概念に基づい
たリハビリテーションの提案がで
きるようになる。

・ S a f e  P a t i e n t  H a n d l i n g  & 
Mobility(SPHM)セーフティーケ
アを医療・介護現場で実践する。

・海外の病院や施設で展開されてい
るセーフティーケアの情報、福祉
用具を使ったリハビリテーション
を学ぶ。
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研　　修　　名
令和４年度計画 令和４年度実績

概　　　　　　　　　要
日数 実施

回数
実施
日数 定員 申込

者数
修了者
実　数

延べ修
了者数

ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
研
修

リフトリーダー養成研修 2 1 2 30 31 26 26

福祉の現場においては、介護職員の
身体的負担が大きく、腰痛の発生原
因にもなっている。また、危険や苦
痛を伴う人力のみの介護は利用者の
自立支援の妨げにもなりかねない。
利用者と介護者の体を守るためにも
リフト等の福祉用具の導入や活用を
図り、福祉の現場で指導的役割を担
う人材の育成を行う。

ノーリフティングケアマネジメント研修 5 1 5 ５
施設

３
施設 16 16

ケアを受ける側・する側ともに安全
で快適なケアが実践され、健康的な
生活が保障されている組織づくりを
行うことを目的に以下の事柄を学ぶ。
・利用者の自立を促し、二次障害を

予防できる職場をつくる。
・腰痛などの痛みを持つ職員を出さ

ない、腰痛による休職や離職がな
い職場づくりができるようになる。

・腰痛を持っている人も、年配の職
員や女性も働きやすい職場環境を
つくる。

ノーリフティングケア指導者養成研修 1 1 1 24 17 13 13

・ノーリフティングケアの目的と必
要性を理解し、自己管理の方法や
技術の習得などについて指導でき
る人材を育成する。

・組織におけるノーリフティングケ
アの普及目的は腰痛予防対策であ
り、リスクマネジメントができる
人材を育成する。

認
知
症
介
護
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
　
　
　
　

認知症介護実践研修修了者フォローアップ研修（1） 1 1 1 30 11 9 9 自らの働く環境づくりの必要性を理
解し、いかにやりがいを見出して、
より質の高い認知症ケアを目指して
働けるかを共に考えより豊かな発想
を身につけて、ストレスの軽減につ
なげる。

認知症介護実践研修修了者フォローアップ研修（2） 1 1 1 30 12 12 12

認知症介護実践研修修了者フォローアップ研修（3） 1 1 1 30 11 11 11

認知症介護指導者フォローアップ研修 1 1 1 30 18 18 18
認知症介護研修におけるさらなる質
の向上を目指し、講師・ファシリテー
ターの具体的役割とポイントや連携
の必要性を共有する。

介
護
職
員
実
践
基
礎
研
修

コロナ禍における介護職員の取り組み 1 1 1 20 17 13 13 ・虐待防止や人材不足の解消等、介
護職員や自事業所における課題の
具体的解決を図るための考え方が
分かる。

・介護職員自身が業務における必要
性を振り返り、行動力を身につけ
ることで不安要因の軽減を図り、
さらなる意欲の向上につなげる。

・自事業所において、研修の学びを
使いこなすことができるようにな
る。

看取りケアの知識の理解と介護職員ができること 1 1 1 20 24 21 21

虐待をなくすためにできること 1 1 1 20 25 25 25

働く上でのストレスコントロール力を身につける 1 1 1 20 25 25 25

対人関係スキルアップ 1 1 1 20 23 18 18

介
護
技
術
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
研
修

動きを引きだすポジショニング研修　 2 1 1 24 25 20 20
ポジショニングの基礎知識と導入の
基本的視点、環境が人に与える影響
を理解しサポートの視点や課題解決
策を考える。
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４　その他
⑴　研究推進関連
人を対象とする研究等倫理委員会の開催

第１回倫理委員会
開催日　　令和４年７月５日（火）
場　所　　福祉のまちづくり研究所

第２回倫理委員会
　開催日　　令和４年10月28日（金）
　場　所　　福祉のまちづくり研究所

研究課題等評価調整会議の開催
開催日　　令和４年11月28日（月）
場　所　　福祉のまちづくり研究所

福祉のまちづくり研究所企画運営委員会及び調査研究部会の開催
開催日　　令和５年３月６日（月）
場　所　　福祉のまちづくり研究所

⑵　研究成果イベント出展
令和４年度しあわせの村春まつり健康増進フェア
　開催日　　令和４年４月23日（土）
　場　所　　しあわせの村

バリアフリー2022
　開催日　　令和４年６月８日（水）～10日（金）
　場　所　　インテックス大阪

国際フロンティア産業メッセ2022
　開催日　　令和４年９月１日（木）～２日（金）
　場　所　　神戸国際展示場

第33回こうべ福祉・健康フェア
　開催日　　令和４年10月２日（日）
　場　所　　しあわせの村

令和４年度しあわせの村ユニバーサルフェスタ
　開催日　　令和５年３月11日（土）
　場　所　　しあわせの村
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⑶　情報誌の発行等
　情報誌「アシステック通信」の発行

ナンバー 発行時期 テーマ、内容等 発行部数

第81号 令和４年８月 ひょうごノーリフティングケアモデル施設の認定 1,500部

　福祉のまちづくり研究所ホームページのリニューアル（令和４年８月）

ＲｏｂｏＷＥＬＬ体操動画を兵庫県のご当地体操として厚生労働省ＷＥＢサイト「通いの場」に掲載
（令和４年12月）

⑷　報道一覧
　テレビ

報　道　内　容 報道機関 報道日

ハートネットTV 「フクチッチ」義手義足（後編）
子どもの筋電義手の可能性、現状の制度の課題など ＮＨＫ（Ｅテレ） 令和４年

10月10日

　新聞

報　道　内　容 報道機関 報道日

先端技術を使うリハビリの可能性は
ロボットスーツで歩行訓練／自在に動く筋電義手生かす 神戸新聞 令和４年

４月３日

効果高める可能性 ロボットリハビリ活用広がる 読売新聞（夕刊） 令和４年
12月24日

関西の未来図 推進力３「ロボでリハビリ」 日本経済新聞 令和５年
１月13日

⑸　視察・見学者受入件数及び人数

視察・見学者件数 ８件 46名

主な受け入れ団体：兵庫県、神戸市経済観光局工業課ほか

⑹　福祉用具等に係る相談受理件数
福祉のまちづくり推進に関する福祉用具、公共施設等の工学的な相談に対応した。

区　分 義肢
装具

車いす・　　
シーティング

その他の
移動･移乗 自助具 介護　　

ロボット
情報・　
通信機器

住宅・　
住宅機器

まち・　
公共施設

公共
交通 その他 合　計

来 　 所 0 0 0 6 1 0 1 2 0 0 10

訪 　 問 0 0 0 0 1 0 0 2 0 0 3

Ｔ Ｅ Ｌ 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 3

E - m a i l 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
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補装具判定支援
（ 所　　 内 ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

補装具判定支援
（移動相談） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 0 2 0 6 2 1 1 5 0 0 17

⑺　補装具製作施設としての製作・修理件数

区　　分 義　足 義　手 装　具 その他 合　計

有　　償 0 10 0 0 10

無　　償 0 270 0 0 270

合　　計 0 280 0 0 280

⑻　大学等からの研修生の受入

所　属　大　学　等 人数 研　修　期　間 研　修　目　的

神戸市立工業高等専門学校 3

令和４年８月18日
～26日、
令和４年９月７日
～16日、
令和４年９月12日
～22日

福祉・介護現場におけるニーズに基づく
機器開発を体験してもらい、ニーズに基
づく機器開発を進める上での重要なこと
や開発における難しさなどを学んでもら
うことを目的として実施。

独立行政法人国立高等専門
学校機構　大分工業高等専
門学校

1 令和４年８月29日
～９月２日

福祉・介護現場におけるニーズに基づく
機器開発を体験してもらい、ニーズに基
づく機器開発を進める上での重要なこと
や開発における難しさなどを学んでもら
うことを目的として実施。

学校法人神戸学院　神戸学
院大学 4 令和４年８月17日、

24日
福祉用具・介護ロボットに関する知識の
向上と支援にかかわる専門職の役割を学
ぶ。

学校法人福田学園　大阪リ
ハビリテーション専門学校 1 令和４年９月９日

福祉用具・介護ロボットに関する知識の
向上と支援にかかわる専門職の役割を学
ぶ。

合　　計 ９名

⑼　その他研修の受入

所　属　等 人数 研　修　日 研　修　目　的

兵庫県立大学看護学部クリ
ニカル看護実習

104
令和４年９月27日、
10月18日

障がいのある方のＱＯＬ向上のために利
用可能な資源や社会の在り方に関する実
習（オンライン）を行う。

合　　計 104名
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⑽　ひょうごアシステック研究会の事務局運営
　福祉のまちづくり・ものづくりに関する技術の向上・発展及び会員交流と情報収集・情報交換を図るた
め、勉強会、見学会を開催した。

開催月日 テ　　ー　　マ 講　　師　　等 参加者

令和４年
10月12日

テーマ「知財戦略を学ぶ」
※オンライン開催
基調講演：ナブテスコの知財経営戦略に
ついて

ナブテスコ株式会社
技術本部 知的財産部長／弁理士
 井上　博之 氏

27名

令和４年
11月24日

テーマ「ユニバーサルデザイン評価の取
り組み」
基調講演：高齢者疑似体験装具を活用し
たユニバーサルデザイン評価の取り組み

兵庫県立工業技術センター
生産技術部　研究員
 森　亮太 氏

14名

令和５年
２月22日

テーマ「介護現場におけるニーズ抽出」
※オンライン開催

経済産業省 安川　一代 氏
ニーズ・シーズ連携協調協議会
　神奈川県協議会 高橋　芳弘 氏
　兵庫県協議会 長尾　　徹 氏
　富山県協議会 齋藤　洋平 氏
株式会社NTTデータ経営研究所
 足立　圭司 氏

96名
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Ⅱ　令和４年度研究報告
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１　受託研究進捗状況
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３　研究テーマ一覧

ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン 

ミッション
名等 予　　算

県受託研究

県受託研究

Ａ
Ｉ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン

外部資金

そ
の
他

ミッションテーマ

高齢者や障害者向けのモビリティ技術開発（R3～R5）

ミッションテーマ

現場ニーズに即した研究開発・
商品化（継続）

ミッションテーマ

現場ニーズに即した研究開発・
商品化（継続）

ロボットリ
ハビリテー
ション普及
推進事業
（県事業）

外部資金

令和4年度 令和5年度 令和６年度 令和７年度

外部プロジ
ェクトへの
協力

モーションパラメータを活用したAI技術開発（R3～R5）

ミッションテーマ

高齢者のためのスマート住空間整備に必要な要素に関する研究開発（R4～R6）

人と介護ロボットが共存する新たなスマートセンシング住空間モデルの構築（R4～R6）

科研費　福井

ヒューマンデジタルツインを活用した身体モビリティデザイン（R4～R5）

JST未来社会創造事業　戸田

スマートセンシングと機械学習を用いたフレイル評価システムの有効性の検証（R5～R7）

科研費　戸田

仮想空間を活用した運動イメージ誤差の視覚的フィードバックシステムの開発（R5～R7）

科研費　立川

ICTを導入したハイブリッド型支援のフレイル予防の有効性と社会インパクトの評価（R3～R5）

科研費　戸田　（分担研究）　※R4移管

手先特性に応じた生活動作のサイバーヒューマンモデルに関する研究（R3～R4）

ミッションテーマ

科研費　高見

変形性膝関節症患者に対する足部振動刺激の提示が歩行修正に及ぼす効果の検証（R1～ R4※１年延長）

科研費　戸田　※R4移管

予　定
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Ⅲ　学術発表等の一覧
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１　学術論文・著書

著　　　者 所　　　属 論文・著書の題目 掲載雑誌名 巻号頁 年　月

Haruki Toda, 
Kiyohiro Omori, 
Katsuya Fukui, 
Takaaki Chin

Measurement of 
Trunk Movement 
during Sit-to-Stand 
Motion Using Laser 
Range Finders: A 
Preliminary Study

Sensors 23（4）, 
2022

2023.2.10

２　解説等

著　　　者 所　　　属 著書・解説の題目 掲載雑誌名 巻号頁 年　月

戸田　晴貴 変形性膝関節症患者の
Stiff-knee gaitに関連
する因子の特定と介入
手法の提案

バイオメカ
ニズム学会
誌

46（4）, 
201-206

2022.11

３　学会発表等
　⑴　査読あり

発　表　者 所　　　属 研究題目 発表学会 頁・媒体 開催場所
開催年月

安藤　悠、
福元　正伸、
陳　隆明

福祉用具展示ホールに
おける相談支援の推移 
～過去10年間の集計よ
り～

第28回兵庫
県作業療法
学会

電子抄
録集

兵庫県神
戸市
2022.12

　⑵　査読なし

発　表　者 所　　　属 研究題目 発表学会 頁・媒体 開催場所
開催年月

吉野　樹 小児筋電義手バンクで
製作した筋電義手の1
例

2022年度皐志
会セミナー

電子配信 オンライ
ン開催
2022.5

大森　清博、
福井　克也、
相良　二朗1

1 神戸芸術工科大学 コロナ禍における高齢
者に配慮したビデオ通
話システムに関する研
究

第25回日本福
祉のまちづく
り学会全国大
会

pp205-
208
Web要
旨

オンライ
ン開催
2022.9

福井　克也、
大森　清博、
相良　二朗1

1 神戸芸術工科大学 新築現場への新規なト
イレ排泄介助支援機器
導入に関する事例研究

第25回日本福
祉のまちづく
り学会全国大
会

Pp145-
146
Web要
旨

オンライ
ン開催
2022.9
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発　表　者 所　　　属 研究題目 発表学会 頁・媒体 開催場所
開催年月

高見　響，
入江　満1，
元山　誠2，
金髙　悟3，
高橋　宏和4，
雨堤　徹5，
西尾　佳高6，
柴田　八衣子7，
溝部　二十四7，
竹中　ナミ8，
陳　隆明

1 大阪産業大学　
2 日本パルスモー

ター㈱
3 三清ゴム工業㈱
4 アルメックスコー

セイ㈱
5 Amaz技術コンサ

ルティング（同）
6 東洋アルミ二ウム

㈱
7 兵庫県立リハビリ

テーション中央病
院

8 （福）プロップ・ス
テーション

小児訓練用筋電義手の
開発⑶－ハンド・グ
ローブの改良とバッテ
リの開発－

第38回日本義
肢装具学会学
術大会

1-2-1
抄録集，
p.130

新潟県新
潟市
2022.10

４　外部プロジェクト等への協力
プロジェクト名 担当者 種　類 内　　　　容 期　　　間

全国電動義手研究会 陳　隆明 代表世話人 電動義手の普及を目指した研
究会

2010/4/1～

独 立 行 政 法 人 新 エ ネ ル
ギー・産業技術総合開発機
構（NEDO）福祉用具採択
審査・技術委員会

中村　俊哉 技 術 委 員 NEDOの実施する福祉用具実
用化開発推進事業にかかる事
前審査

2022/4/1～
2024/3/31

一般社団法人 日本義肢装
具学会

赤澤　康史
中村　俊哉

正 会 員 学会における主要事項の検討 2022/4/1～
2024/3/31

車いすSIG 中村　俊哉 常任世話人 会員を代表し事業を検討 2021/4/1～
2023/3/31

一般社団法人 日本義肢装
具学会
用語委員会

赤澤　康史 アドバイザー 義肢装具等の学術用語の検討 2022/10 ～

兵庫県　都市政策課、「福
祉のまちづくりアドバイ
ザー」（建築）

福井　克也 技 術 委 員 建築物にかかるバリアフリー
のチェック＆アドバイス

2017/11～

一般財団法人日本リハビリ
テーション工学協会

赤澤　康史
中村　俊哉

代 議 員
（近畿地区）

正会員から選出され総会を構
成

2021/8/28～
2023年度社員総
会終結時

一般財団法人日本リハビリ
テーション工学協会

赤澤　康史 監 事 正会員を代表し事業・会計を
監査

2021/8/28～
2023/8定時社員
総会日

一般財団法人日本リハビリ
テーション工学協会

中村　俊哉 理 事 正会員を代表し事業を検討 2021/8/28～
2023/8定時社員
総会日
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プロジェクト名 担当者 種　類 内　　　　容 期　　　間
神戸学院大学

「ユニバーサルデザイン概
論」

小坂　菜生 講 師 ICTにおけるユニバーサルデ
ザインについての講義

2022/11/18

明石市「あかしインクルー
シブアドバイザー制度」に
かかるアドバイザー派遣

福井　克也
大森　清博

アドバイザー 福井：ホテルの手すり設置及
び通路等に関する助言

大森：ホテルのコミュニケー
ションボードに関する
助言

2022/11/25

兵庫県県土整備部まちづく
り局都市政策課、「福祉の
まちづくりアドバイザー」
更新・養成研修

大森　清博 講 師 特定施設のチェック＆アドバ
イスを行う上での、認知症の
人に配慮した環境調整につい
ての解説

2022/11/28

兵庫県立リハビリテーショ
ン中央病院　県民公開講座

安藤　悠 講 師 「トイレ・お風呂を助ける福祉
用具」をテーマに講演

2023/3/4

神戸市立社中学校　総合学
習

安藤　悠 講 師 「先進的な介護・福祉・医療に
ついて」をテーマに、福祉用
具・介護ロボットについての
講演

2022/10/7

厚生労働省　ニーズ・シー
ズ マッチング支援事業

福元　正伸 マッチング
サポーター

企業からの相談・ヒアリング
対応、委員会での提言

2022/6/3～
2023/3/31

但馬長寿の郷　令和４年度
介護職の職場定着支援に資
する福祉用具研修会

福元　正伸 講 師 「見守り支援機器の活用方法
と使用実例について」をテー
マに講演

2022/12/5

兵庫SAFE協議会「介護施
設」令和４年度第２回会合

福元　正伸 講 師 「介護職員の腰痛予防と福祉
機器の活用について」をテー
マに講演

2023/2/7



59福祉のまちづくり研究所報告集

HiAT Report 2022

兵庫県立福祉のまちづくり研究所報告集　令和４年度版

発行日　　　令和５年３月31日

編集・発行　社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団
　　　　　　総合リハビリテーションセンター
　　　　　　福祉のまちづくり研究所
　　　　　　〒651-2181　神戸市西区曙町1070
　　　　　　TEL　078-925-9283
　　　　　　FAX　078-925-9284
　　　　　　https://www.assistech.hwc.or.jp/
印　刷　　　多機能型事業所　あけぼのの家
　　　　　　〒651-2181　神戸市西区曙町1070
　　　　　　TEL　078-927-2727
　　　　　　FAX　078-928-7590

　  無断転載を禁ず  　


